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概要 

 漆の職人や作家を志す若者は確かに増加しているが、漆のものは売れず漆の使用量は減

少の一途である。ここでは、合成樹脂塗料の使用や生活様式の変化による生産の落ち込みに

歯止めをかけたいということから、技術的側面から支援する。耐候性が良好な漆の開発や技

術移転を行い、漆の新しい展開を実践している。どのような漆を開発し、その漆をそのよう

に新たな展開に繋げているのかなど、具体的な例や写真を用いて、漆の可能性を考えている。 

 耐候性の特徴を保持し、漆かぶれが低減されている漆を開発し、従来の漆にはない要素が

生み出された。その漆を用いて神戸の婦人靴メーカーがヒールに漆塗りを施したミュール

を製造販売。また、沸騰水につけても変色等が発生しにくい長所に目を付け、自動食器洗浄

機に対応できる学校給食用器を製造し、地元小学校に納入。そして、フィールドテストとし

て、乗用車の漆塗り全塗装を行い、通常の漆では考えられないほどの光沢の保持があること

がわかった。京都市産業技術研究所の移転に伴い、新研究所棟のエレベーター扉に改質した

漆を塗装し、金粉や微塵貝で蒔絵や加飾を施したものもある。このように、これまでに考え

られなかった漆の利用が検討され始めている。 

 漆の利用拡大を考えるとき、情緒的良さや物理的・化学的良さなどの漆の持つ特性や潜在

的機能も含めて最大限に活かすべきであり、制約された中で漆をどのように活かしていく

かが鍵となる。 

 

感想 

 20 年程かけて改質された漆を開発し、今までには考えられなかった箇所に漆を施すこと

で、漆の利用拡大がなされていることは非常に素晴らしく感じた。洗浄機に対応できる漆を

小学校へ納入、乗用車の漆塗り全塗装、エレベーター扉の漆塗りなど、漆塗りの利用拡大を

することで、一般の人々の目に止る留まり、興味を持ってもらえたり、驚かれたり、するこ

とができるのではないかと感じた。 

京都漆器青年会では、バスや電車、自転車、インターホン、エアコン、ドアなどに漆塗り

をしたいというふうに答えている。京都市立芸術大学の学生は、鞄、家電、下敷き、パソコ

ン、ネイルチップなど様々な答えがあった。このように、漆産業に関わる方達の中でも、今

までは考えられないようなものへ漆塗りを施したいという意見があることに大変面白く感

じた。私も、パソコンケースなど身近なものに漆が施されているものがあると使ってみたい。 

今後より一層、漆の可能性は広がり、さらに新しいものへの漆塗りが施されると思うと、

とてもワクワクする。これからの漆の利用拡大が楽しみである。 


